


































































































































































有力なものであったが、残念ながら八方尾根にはすでにいろいろの山小口肢が建っており、水の問題などを考え と限大 新たに割り込むは間燦ということで断念ゼざるを得なかった しい。その後しばらくLて、小谷村の人述が斡池に受入の意志を持っているという討が入り、



















































































































































































































ねがって本紀要の内容の充実とともに、進行中の吋大阪大学五十年史おをより内総廿の豊かなものにしたい 考えています で、各伎 結核的なご投稿をお待ちする次第です。〔投稿先〕山一地中市待兼山町一
大阪大学附属図書館内
大阪大学五十年史資料・編集室(相当州
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